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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■為替の動きに翻弄される展開に 

 先週の日経平均は週間で662.69 円高(+2.05％)の 32970.55

円と上昇した。12月6日から7日にかけて市場に伝わった日

本銀行の植田総裁と氷見野副総裁の発言に対する円高進行が

一服となったことから、11 日の東京市場は大きなマドを伴う

上昇でスタート。週央にかけては、米連邦公開市場委員会

（FOMC）や欧州中央銀行（ECB）理事会開催を前に様子見ムー

ドが漂い、日経平均は33000円水準でのもみ合いとなった。 

 その後、日本時間14日未明に、米連邦準備制度理事会（FRB）

は、3会合連続での利上げ見送りと2024年に3回（0.75％）

程度の利下げ余地があることを発表。その後のパウエル FRB

議長の「ハト派」発言もあり、14 日の東京時間でドル・円は

一時140円97銭まで円が急伸。輸出関連株中心に下げ幅を広

げ、日経平均も32500円台まで下げた。ただ、米金利低下を背

景に、米フィラデルフィア半導体指数（SOX指数）が大幅高と

なったことから、東エレ<8035>、アドバン<6857>といった指数

寄与度が高い銘柄が日経平均を下支え。ドル・円の円高進行も

一服となったことから、15 日の東京市場は大型株を中心に買

戻し優勢に。33000円より上では、25日移動平均線が意識され

て上値が重くなったものの、ドル・円が142円水準で推移して

いるわりには、日経平均はしっかりの展開となった。 

 

■米金利低下は日本株にとって諸刃の剣 

 今週は、為替市場をにらんでの相場展開となりそうだ。先週

末の米国市場は、NY ダウ、ナスダック総合指数が上昇した一

方、S&P500 は反落とまちまちとなったほか、大証ナイトセッ

ションは、大阪比260円安の32630円で取引を終えた。週初の

東京市場は反落スタートとなりそうだが、その後は、18-19日

の日銀金融政策決定会合に関心が向かい、様子見ムードが強ま

ろう。7日の国会答弁において、植田総裁は「年末から来年に

かけて一段とチャレンジングな状況になる」と発言。植田日銀

総裁は、単なる一般的な見解に過ぎず、「チャレンジング」に

深い意味合いはなく使用したと推測されているが、前日の氷見

野副総裁の発言で、市場が12月の日銀会合に対する「金融政

策の正常化」への期待感を高めた矢先だったことから、為替市

場では、円が主要通貨に対して全面高の展開となった。 

 11 日には、賃金の堅調な伸びがデータで確認されるまで、

金融政策の正常化は見送られる可能性が高いとの報道を受け

て、今回の会合での「金融政策の正常化」期待はいったん収束

した。とはいえ、「チャレンジング」という表現は、日銀によ

る意図的な「地ならし」という見方をする市場関係者は多い。

市場コンセンサスは「現状の金融政策の維持」となっているが、

19日の15時30分から実施される植田日銀総裁の記者会見に

おいて「金融政策の正常化」を見据えた発言が出る可能性は十

分にある。 

 そうなった場合、円は主要通貨に対して全面高の反応を示す

だろう。つまり、7日の為替市場に近い動きが入る可能性は十

分想定しておきたい。足元の日本株は、2022 年 2 月頃から続

く為替市場の円安効果が非常に大きかったことで、円安効果が

今後期待できないとなれば、大型株を中心に弱い動きとなるだ

ろう。実際、米10年債利回りは、4.0％台を割り込んでおり、

日米金利差縮小を材料にドル・円は円高に振れやすくなってい

る。米金利低下は、NY ダウやSOX 指数の史上最高値更新の原

動力となっている一方、ドル・円の円高要因にもなる。まさに

日本株にとっては諸刃の剣である。2023 年最後のビッグイベ

ントを控えた東京市場は、日銀会合後の為替を起点とした乱高

下に警戒となろう。 

 

■ビッグイベント通過後は「掉尾の一振」へ 

 日銀会合のビッグイベントを通過した後は、例年通りの中小

型株を中心とした年末ラリーに期待したい。2024 年から新し

い NISA（小額投資非課税制度）制度がスタートすることもあ

り、現行NISA制度で残っている投資枠を使い切るために、配

当利回りが高い大型株や優待銘柄などNISAで買われやすい銘

柄に駆け込み需要が発生する可能性がある。また、話題性が豊

富な生成 AI（人工知能）銘柄や、訪日外国人の急回復が確認

できていることに伴うインバウンド銘柄、小売関連や海外旅行

関連などの円高メリット銘柄、「金融政策の正常化」に伴う銀

行株や保険株など金利メリット銘柄など、2024 年も引き続き

物色の対象となりそうなテーマ株は関心を高めておきたい。年

末にかけての上昇を意味する「掉尾の一振」を期待する投資家

は多い。今年はNISAの資金が向かいやすい銘柄が、「掉尾の一

振」の中心銘柄となろう。 

 

■日銀金融政策決定会合、CPI、など 

 今週は、国内では18-19日に日銀金融政策決定会合が開催さ

れるほか、22 日に 11 月全国消費者物価指数（CPI）が発表さ

れる。海外では、20日に英・11月CPI、米・7-9月期経常収支、

米・11月中古住宅販売件数、米・12月コンファレンスボード

消費者信頼感指数、21日に米・7-9月期国内総生産（GDP）、米・

12月フィラデルフィア連銀製造業景況指数、22日に米・11月

耐久財受注、米・11月個人消費支出（PCEデフレータ）、米・

11月新築住宅販売件数の発表が予定されている。 

 

今年最後のイベントである日銀会合後の乱高下には警戒 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

円 

カバー<5253> 

サンウェルズ<9229> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■例年中小型株中心の相場展開となるシーズン到来 

 

今週の新興市場は上昇か。18-19日の日銀金融政策決定会

合の結果を見極める必要があるものの、例年通りであれば、

海外を中心とした機関投資家がクリスマス・年末の休暇に入

ることから、新興市場など中小型株中心の相場展開となる。

2024年から新しいNISA（小額投資非課税制度）制度がスター

トすることもあり、現行NISA制度で残っている投資枠を使い

切るために、配当利回りが高い大型株や優待銘柄などNISAで

買われやすい銘柄に駆け込み需要が発生する公算が大きい。

高配当銘柄や優待銘柄は、東証プライム市場のイメージとな

るが、長期投資でメリットを発揮するNISAは、上場後間もな

い銘柄を長期で保有するニーズも存在する。話題性が豊富な

生成AI（人工知能）銘柄や、訪日外国人の急回復が確認でき

ていることに伴うインバウンド銘柄、先週動意づいた海外旅

行関連銘柄といった2024年も関心が高まりそうなテーマに

は注目だ。年末にかけての上昇を意味する「掉尾の一振」を

期待する個人投資家は多い。この時期からは、個人投資家中

心の地合いとなり、東証グロース市場は盛り上がると想定す

る。 

 

■グロース主力銘柄に注目、IPOは7社 

 

先週末は、東証グロースコア指数20が相対的に買われたこ

とから、カバー<5253>やサンウェルズ<9229>など東証グロー

ス市場の主力銘柄の動向に注目する。また、格安航空券予約

サイト「スカイチケット」を運営するアドベンチャー<6030>

など円高メリット銘柄などへの関心も高めたい。なお、今週

は7社の新規株式公開（IPO）が予定されており、循環物色が

入る可能性もあろう。なかでも、小型案件のエスネットワー

クス<5867>（12/19）、仮条件上限をブレイクした公開価格が

設定された雨風太陽<5616>（12/18）、ロココ<5868>（12/20）、

ヒューマンテクノロジーズ<5621>（12/22）などは注目だ。 

年末ラリーに期待、IPO は 7 社とピーク週で循環物色なるか 
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■先週の動き 

週初は、インフレ鈍化を受けた利上げ終了観測やソフトラ

ンディング期待に上昇で始まった。その後、11月消費者物価

指数（CPI）がほぼ予想に一致したことを好感した買いや、

長期金利の低下でハイテクも上昇し、相場を一段と押し上げ

た。週半ば、11 月生産者物価指数（PPI）が予想を下回り長

期金利の低下に連れハイテクが買われたほか、連邦準備制度

理事会（FRB）が連邦公開市場委員会（FOMC）で予想通り政

策金利を3会合連続で据え置くことを決定した。当局の予測

で24年の0.75％の利下げが予想されていることが明らかに

なるなど予想以上にハト派な内容となり、パウエル議長も会

見でタカ派色を見せなかったことで、来年の利下げ観測が一

段と強まると、長期金利の一段の低下で買いに拍車がかかり

大幅続伸。週後半に発表された小売売上高が予想外のプラス

となり、ソフトランディング期待も強まりダウは連日過去最

高値で引けた。10年債利回りも4％を下回るなど金利安でハ

イテクも2年ぶり過去最高値を更新した。結局、週を通じ、

主要株式指数は上昇となった。 

 

百貨店のメーシーズは投資家グループが同社に対し 58 億

ドルで買収提案を行ったとの報道を受けて大幅高。保険会社

のシグナ・グループは、ウォ―ル・ストリート・ジャーナル

紙が関係筋の話として同業の管理医療会社ヒューマナとの

合併交渉を打ち切ると報じたことや、追加自社株買い計画が

好感され上昇。エネルギー資源会社のオキシデンタルは、100

億ドル超でシェール掘削会社のクラウンロックを買収する

ことで同社と合意したと発表し上昇。会員制倉庫型卸売・小

売会社のコストコホールセールは四半期決算で1株利益が予

想を上回ったほか、特別配当を発表し上昇した。製薬会社の

イーライリリーは、一部の研究で同社の肥満症治療薬の使用

停止から徐々に体重のリバウンドの兆候が見られるとの結

果が発表され下落。カリフォルニア州の連邦地裁の陪審がグ

ーグルの基本ソフト（OS）「アンドロイド」を搭載したスマ

ホ向けアプリの販売・決済を同社のアプリストアが独占して

いるのは独禁法に違反するとの判断を下したことで、検索大

手のグーグルを運営するアルファベットは下落した。ソフト

ウエア・メーカーのオラクルは第2四半期決算内容が嫌気さ

れ下落した。 

 

■今週の見通し 

 季節的要因としての新年度に向けた買いや、FRB の来年の

利下げを織り込み、一段高となるだろう。短期金融市場は先

週開催された FOMC の予想外のハト派な内容を受けて来年の

計 1.5％程の利下げをすでに織り込んだ。金利安もハイテク

を支え、相場を一段と押し上げそうだ。インフレは鈍化基調

を維持すると同時に、労働市場の底堅さが支援し消費も依然

堅調で、ソフトランディング期待も買い材料となるだろう。

今週は FRB がインフレ指標として注視している 11 月 PCE

コア価格指数でインフレの鈍化傾向をさらに確認していく

ことになりそうだ。市場平均エコノミスト予想で前年比＋

3.4％と、10月の＋3.5％から伸びが一段と鈍化する見込み。

予想通りとなると、21年4月来の低水準となり、インフレ鈍

化のさらなる証拠になる。パウエル議長は会見でインフレが

目標である 2％に達するかなり前に利下げに転じる可能性を

示唆しており、予想通りの結果となれば、来年の早期利下げ

の可能性を強め、相場を支援することになるだろう。 

 

そのほか、12月コンファレンスボード消費者信頼感指数や

7-9月期国内総生産（GDP）確定値も注目材料だ。GDPは5.2％

成長が予想されており、来年の大幅な景気減速見通しは後退

しつつある。年末にかけたクリスマスラリーを期待した買い

も相場を一段と引き上げそうだ。 

 

経済指標では、12月NAHB住宅市場指数（18日）、11月住

宅着工件数・建設許可件数（19日）、11月中古住宅販売件数、

12月コンファレンスボード消費者信頼感（20日）、7-9月期

国内総生産（GDP）確定値、新規失業保険申請件数、11 月景

気先行指数（21日）、11月個人所得支出、PCEコア価格指数、

11月耐久財受注、11月新築住宅販売件数、12月ミシガン大

消費者信頼感指数（22日）、などが予定されている。 

 

主要企業決算では、コンサルディングサービス会社のアク

センチュア、運送会社のフェデックス（19 日）、食品会社の

ゼネラル・ミルズ、半導体のマイクロン・テクノロジー（20

日）、スポーツ用品メーカーのナイキ、給与・人事関連アウ

トソーシングのペイチェックス、自動車販売のカーマック

ス、クルーズ船運営のカーニバル（21 日）、などが予定され

ている。フェデックスは競合のイエロー・コーポレーション

の破綻の影響で需要が回復しており、結果に期待できそう

だ。エンターテインメントのディズニーは 20 日、中国、上

海にアジアで最大テーマパークとなるズートピアランドを

オープンする。アイガー最高経営責任者（CEO）も開会式に

参加予定。今後の収益増に貢献できるかどうかが焦点になる

だろう。 

 

PCE コア価格指数や GDP に注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 140.00 円 ～ 144.00 円 

債券先物予想レンジ 145.40 円 ～ 146.10 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.650 ％ ～ 0.710 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は下げ渋りか。米連邦準備制度理事会（FRB）は

12月12-13 日開催の連邦公開市場委員会（FOMC）で政策金利の据

え置きを決定した。同時に公表した当局者による金利見通しは 9

月時点よりも低下し、今後の利下げに現実味が増している。パウ

エル FRB 議長はこれまでの利上げ効果によりインフレは鎮静化に

向かっていると認め、政策金利はピークとの認識を示した。 

 

一方、日本銀行は12月18-19日開催の金融政策決定会合で現行

の緩和政策を維持する公算。植田日銀総裁は先の国会質疑で「年

末から来年にかけてチャレンジング」と答弁し、緩和政策の修正

に向けた地ならしが市場の一部で期待されているようだ。ただし、

市場が注目するマイナス金利の解除については来年 1 月以降とな

る可能性が高い。そのため、リスク選好的なドル買い・円売りが

一段と縮小する可能性は低いとみられる。また、欧米長期金利の

低下傾向で世界的な株高が見込まれ、短期的にリスク選好的な為

替取引が拡大するとの見方が出ている。ユーロ、英ポンド、豪ド

ルなどに対する円売りが増えた場合、ドル・円の取引でもドル買

い・円売りがやや強まる可能性は残されている。 

 

【日本銀行金融政策決定会合】（18-19日開催予定） 

 日銀は12月18-19日に金融政策会合を開催し、現行の金融政策

の維持を決定する見通し。今回の会合でマイナス金利の解除は想

定されていない。植田総裁は記者会見で、来年に向け緩和政策修

正には慎重とみられ、円売り材料になる可能性があろう。 

 

【米・11月コアPCE価格指数】（22日発表予定） 

12月22日発表の米11月コアPCE価格指数は前年比＋3.4％と、

前回の＋3.5％から小幅低下が予想されている。鈍化傾向が維持さ

れればドル売りに振れやすい。 

■今週の見通し 

今週（12月18日-22日）の債券市場では長期金利はやや上昇す

る可能性がある。日本銀行が18、19日に開く金融政策決定会合で

早期のマイナス金利解除を示唆するとの警戒から売り圧力が強ま

る可能性があるほか、超長期債の需給懸念も重しになる。日銀金

融政策決定会合は現状維持が市場コンセンサスであるものの、1月

会合でのマイナス金利解除に向けて何らかの示唆があるとの見方

は多いため、金融政策は現状維持でも長期債相場などの上値は重

くなりそうだ。 

債券先物3月限は主に145円台で推移か。146円近辺には戻り売

りの興味が残されており、日銀金融政策決定会合で金融政策の現

状維持が決まった場合、一時的に 146 円台に上昇する可能性はあ

るが、長期債の気配が伸び悩んだ場合、債券先物は 146 円近辺で

上昇一服となる可能性が高い。 

■先週の動き 

先週（12月11日-15日）の長期債利回りは低下。超長期債など

が買われたことが要因。米連邦公開市場委員会（FOMC）会合の結

果を受けて長期金利は大きく低下したことから、国内債券市場で

も10年以降の年限に買いが入った。14日実施された20年国債入

札は利回りの低さが敬遠されやや不調に終わったが、影響は限定

的だった。ただ、15 日の取引では、日本銀行の金融政策修正への

警戒感が消えていないこと、米長期金利が時間外取引で上昇した

ことから、長期債の買いは縮小し、一部で調整売りも観測された

ことで10年債利回りは一時0.7％台に乗せる場面があった。 

10年債利回りは0.797％近辺で取引を開始し、一時0.802％近辺

まで上昇したが、米国金利の先安観が強まり、14 日の取引で

0.626％近辺まで低下し、0.696％近辺でこの週の取引を終えた。 

債券先物12月限は反発。144円61銭で取引を開始し、144円60

銭まで下げた後、14日の取引で146円51銭まで買われた。ただ、

日本銀行がマイナス金利政策の早期解除について検討を続けると

の見方は残されており、15日の取引で145円55銭まで反落し、145

円60銭でこの週の取引を終えた。 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

2427 アウトソーシング 1,755.0 52.15 4996 クミアイ化学工業 809.0 -20.37  機械 3.96

6620 宮越ホールディングス 1,390.0 34.17 6740 ジャパンディスプレイ 22.0 -18.52  サービス業 3.86

4813 ＡＣＣＥＳＳ 820.0 23.87 5032 ＡＮＹＣＯＬＯＲ 3,170.0 -17.66  海運業 3.01

3843 フリービット 1,345.0 19.77 6266 タツモ 2,607.0 -15.22  電気機器 2.93

8007 高島 1,089.0 19.41 2301 学情 1,706.0 -14.31  化学工業 2.73

4812 電通国際情報サービス 5,800.0 19.22 8142 トーホー 2,544.0 -13.59  金属製品 2.39

7187 ジェイリース 2,103.0 19.15 7581 サイゼリヤ 4,745.0 -12.94  非鉄金属 1.60

6309 巴工業 3,305.0 19.06 2929 ファーマフーズ 1,036.0 -12.57 下位セクター 騰落率（%）

5481 山陽特殊製鋼 2,845.0 18.34 6755 富士通ゼネラル 2,101.5 -12.18  保険業 -5.08

7033 マネジメントソリューションズ 3,090.0 17.98 3771 システムリサーチ 3,095.0 -12.07  銀行業 -4.69

4880 セルソース 1,664.0 17.02 9602 東宝 4,757.0 -11.17  食料品 -2.49

6417 ＳＡＮＫＹＯ 7,920.0 15.57 8167 リテールパートナーズ 1,553.0 -11.16  輸送用機器 -2.39

4318 クイック 2,400.0 15.16 2695 くら寿司 3,260.0 -10.44  医薬品 -1.96

6857 アドバンテスト 4,845.0 14.97 3778 さくらインターネット 1,874.0 -10.33  電力・ガス業 -1.44

2163 アルトナー 1,970.0 14.14 6387 サムコ 3,940.0 -9.84  その他  金融業 -1.37

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 
今週のポイント 

先週の日経平均は反発。急速な円高一服を受けて買いが先

行、その後、注目された米FOMC は想定以上のハト派的なもの

となり、再度の円高進行がマイナス視される場面もあったが、週

末にかけては持ち直した。業種別では、機械、海運、電気機器

など景気敏感セクターが上昇率上位、半面、米長期金利低下で

銀行や保険が軟調、自動車株も円高局面で大きく売られた。週

末には医薬品や食料品などディフェンシブ業種に売り集まる。 

アウトソーシングがMBOの実施を発表して急伸。ACCESSは

NTTとの資本業務提携発表が期待材料となる。米アプライドと戦

略的パートナーシップ契約締結のウシオ電機、自社株買い発表

のリクルートなども買われる。米アクティビストファンドの大量取

得でフジメディアが大幅高で、他のテレビ各社にも連想感。物

語コーポは 11 月の月次動向が買い材料視される。セルロース

や野村マイクロには投資判断新規買い推奨、SANKYO には格

上げの動き観測。半面、公募増資実施を発表の霞が関キャピ、

株式売出実施のダイダンや山善が売られ、日本風力開発買収

方針が伝わったインフロニアには資金負担の大きさに警戒感先

行。決算関連では、フリービット、鳥貴族、アルトナー、ベステ

ラ、カナモト、三井ハイテック、ネオジャパン、グッドコム、

MSOL、巴工業、ビジョナルなどが好感され、ジェイリース、クイ

ックは配当方針の変更と増配を発表、半面、エイチーム、gumi、

学情、トーホー、くら寿司、ポールトゥウィン、ヤーマン、クミアイ

化学、ANYCOLOR、ラクスルなどは決算発表後に売り優勢。 

今週は 18-19 日の日銀金融政策決定会合が最大の注目材料

となりそうだ。来年の賃上げの何らかの確証がない限り政策変

更の可能性は乏しいとみられるほか、足元での急速な円高反転

を考えると、さらにタカ派的な姿勢を示す公算も小さいと考えら

れる。いったんはドル高円安反転の動きとなるとみられ、自動車

など円高でメリット銘柄の買い戻しにつながりそうだ。ただ、日銀

の政策修正は来年の早い段階で行われる可能性が高く、中期

的には円高の流れも続くとみられる。このため、地銀など銀行株

にとっては押し目買いの好機へとつながりそうだ。ほか、訪日外

客数の発表を受けたインバウンド関連株の動向、米マイクロンの

決算発表を受けた半導体関連株の動向なども注目される。 

2024 年相場の注目ポイントとして新 NISA スタートが挙げられ

るが、NISA の対象銘柄となりやすい高配当利回り銘柄などは、

来年早々から人気化する公算がある。先回り買い的な動きなど

には注目したい。また、米長期金利低下、為替円高の相場環境

下では、内需系が多い新興市場銘柄が注目されるところ、節税

目的の「損出し」売りが一巡するようなタイミングでは、リバウンド

狙いの押し目買いなどが妙味になってこよう。デンソーがトヨタ

系 3 社の全株式売却などと先週末に伝わっているように、トヨタ

グループの持ち合い解消の動きが強まっている。資産効率の改

善として中期的には評価される動きだが、円高反転という逆風下

の中では短期的な需給悪化への意識がより強まるとみられ、関

連各社の買い手控えにつながろう。 

日銀金融政策決定会合に注目、いったんはドル高円安への反転も想定 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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日経平均株価 
 

 

 

 

 
■今週は調整色が強まる可能性 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もみ合い、25 日線下向き転換を警戒 

先週（12月11-15日）の日経平均株価は3週ぶりに上昇した。

1週間の上げ幅は662.69円（前週1123.65円安）だった。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は12月1週（12月4-8日）に買い越しに転じ（532

億円、前週は 3225 億円の売り越し）、現物は売り越しを継続し

た（5468億円、前週は3625億円）。 

 

先週の日経平均は強含みで推移したが、週末15日にかけて4

日連続で 25 日移動平均線前後まで買い進まれた後、終値は 25

日線を下回るパターンが続いた。この間、25日線は上向きをキ

ープしたが、パラボリックが売りサイン点灯を続け、方向感は

定まりにくかった。 

 

今週の日経平均はもみ合いが予想される。25 日線は 11 月 2

日を直近ボトムに上昇を続けているが、今週は25日線の下向き

転換ラインが切り上がり、12月21日終値が33519.70円（先週

末終値比549.15 円高）を下回ると25日線は下降を開始する。

先々週に13週線が下向きに転じ、先週は26週線も下向きで取

引を終えたこともあり、今週は調整色が強まる可能性がある。 

 

東証プライム市場の騰落レシオ（25 日ベース）は先週末

97.44％と中立圏中央の100％付近に位置する。25日線との乖離

率がマイナス0.47％と小さいこともあり、足元では売り手と買

い手の力関係がほぼ拮抗しているとみられる。 

 

先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄で

71銘柄（前週末73銘柄）、東証プライム上場全銘柄で38％（同

36％）と引き続き過半数割れ。短中期投資家は投資余力が低下

した状態にあるとみられ、株価上昇場面での戻り売り圧力は大

きそうだ。 

 

上値では、25日線（先週末33125.26円）前後が強力な抵抗帯

として作用しよう。25日線を明確に上放れると、33625.53円で

新値三本足が陽転し、11月20日に付けたバブル崩壊後の最高値

33853.46円を超えて上値を追う流れに入ろう。 

 

下値では12月8日安値32205.38円から32000円前後が強力

な支持帯として意識されるが、32000 円を下放れると、25 日線

の下降ととともに地合い悪化が顕著となり、一旦 31000 円前後

まで調整リスクへの留意が必要となってくるだろう。 

一目均衡表（日経平均） 
■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 112,171 -22.1% 17,147 16,915 -58.9% 10,760 142.80

2021/3連 119,319 6.4% 22,928 23,019 36.1% 15,692 208.24

2022/3連 122,030 2.3% 17,808 17,626 -23.4% 10,262 139.85

2023/3連 146,867 20.4% 24,820 18,250 3.5% 5,161 70.87

2024/3連予 138,000 -6.0% 12,000 11,000 -39.7% 7,500 102.78

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/15 終値 2343 円 

目標株価 2600 円 

業種 サービス業 

■「モンスターストライク」以降人気作品が生まれず 

 

 スマホゲーム「モンスターストライク」が稼ぎ頭。ただし同ゲー

ムは2013年からサービスが供与されており、以降これに匹敵す

る人気作品は生まれておらず、16年3月期に売上高2087.99億

円、営業利益950.33億円を記録して以降、最高益更新は実現さ

れていない。 

 

■予想配当利回りは約4.7％ 

 

 11 月以降大正製薬ホールディングス<4581>やベネッセホール

ディングス<9783>など知名度が高い大手企業の MBO（経営陣が

参加する買収）が相次ぎ、投資家の MBO 候補探しへの関心は

高まっている。MBO が実施されやすい企業の傾向としては、近

年の業績および株価推移が冴えない／オーナーの持株比率が

高い／PBRなどの株価指標が高くない、などがあげられる。同社

はこれらの条件に該当し、一部市場関係者の間では MBO 候補

の銘柄として注目を集めている。20年3月期以降、年間配当は1

株当たり 110 円が続いており、足元株価の予想配当利回りは約

4.7％と高水準。当面の目標株価は過去1 年の平均的な水準とな

る 2600 円とする。 

 

★リスク要因 

スマホゲーム利用者の減少など。 

 

2121：日足 

 

25 日線と 75 日線のゴールデンクロ

スが現れる。 
          

MBO候補銘柄として人気化の可能性も 

MIXI〈2121〉プライム 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2019/12連I 7,220 14.8% -2,361 -2,253 - -2,350 -

2020/12連I 8,970 24.2% -1,578 -1,557 - -1,454 -

2021/12連I 12,661 41.1% -1,117 -1,170 - -1,179 -

2022/12連I 19,427 53.4% 50 111 - 21 0.21

2023/12連I予 26,195 34.8% 704 840 656.8% 771 7.57

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/15 終値 1627 円 

目標株価 1864 円 

業種 情報・通信 

■AI技術で事業成長を支援 

 

 人工知能（AI）技術により事業成長を支援するSaaS企業。スタン

フォード大学の AI 研究室で修士号を取得し、ハーバード大学で

人工知能 AI の博士号を取得したチハン・ユー氏（現最高経営責

任者、CEO）が他 2 名の共同創業者と 2012 年に台湾に設立し

た。プロダクトは、高い LTV（顧客生涯価値）ユーザーを予測・獲

得する「CrossX」、24 時間体制で広告の自動運用を行う

「AIXPERT」、消費者心理を予測し購入を決断させる「AIDEAL」

などがある。地域別売上高は、日本・韓国含む北東アジア向けが

63％、台湾・香港・中国向けが 16％、米国と EMEA（欧州・中東・

アフリカ）向けが 20％など（23 年12 月期第3 四半期）。 

 

■先行投資期から利益拡大ステージ入りか 

 

 第3 四半期（累計）の営業利益（IFRS）は3.62 億円（前年同期は

0.87 億円の損失）から黒字転換した。米国・EMEA 市場での好

調、北東アジア市場での既存顧客の継続的な拡大、デジタルコ

ンテンツの持続的な成長などにより、売上収益は前年同期比

37.6％増と拡大している。営業利益の通期計画は 7.04 億円（前

期は 0.50 億円）。先行投資期から利益拡大ステージに入った可

能性もありそうだ。株価はもみ合いだが業績は好調だ。まずは 9

月高値1864 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

AI 技術者の獲得競争激化など。 

4180：日足 

 

200 日線上抜けからの本格上昇に

期待。 

          

台湾発のAI関連企業、利益拡大ステージの可能性も 

Appier Group〈4180〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2019/12単 1,418 36.9% - 290 -41.3% 179 399.47

2020/12単 1,460 3.0% 237 238 -17.9% 166 361.09

2021/12単 1,535 5.1% 324 324 36.1% 232 500.90

2022/12単 2,037 32.7% 611 590 82.1% 403 86.42

2023/12単予 2,850 39.9% 820 820 39.0% 565 26.61

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/15 終値  841 円 

目標株価 1097 円 

業種 情報・通信 

■登録者数は前年比43％増・求人数は88％増 

 

 求職者向けに社員クチコミ情報などを提供する情報プラットフ

ォーム「OpenWork」サービスが営業収益全体の 54.1％、企業向

け採用支援サービス「OpenWork リクルーティング」サービスが

45.1％を占めている（22年12月期）。金融機関などへのワーキン

グデータ（匿名加工）提供など、新規サービスも推進している。親

会社はリンクアンドモチベーション<2170>。23 年 12 月期第 3 四

半期（累計）の営業利益は 7.63 億円（前年同期比 63.9％増）。

「OpenWork リクルーティング」サービスでは継続的なマーケティ

ング投資などの効果もあり、累計 Web 履歴書登録数は同 43.5％

増の約95 万件、求人数は同88.6％増の 6.0 万件と伸長した。 

 

■利益積み上げは順調 

 

営業利益は通期計画8.20億円（前期比34.1％増）に対し、第3

四半期末時点での進捗率は 93％と順調のようだ。総務省の労働

力調査によると、23年7-9月平均の転職希望者は1035万人と初

めて 1000 万人を超えた。日本経済新聞の報道によると、コロナ

禍前の 19 年同時期に比べ 23％増えているといい、同社事業へ

の需要はさらに高まりそうだ。株価は調整場面だが下値は徐々

に切り上げている。まずは 11 月高値 1097 円を目標株価とした

い。 

 

★リスク要因 

競合他社との競争激化など。 

5139：日足 

 

9 月安値以降、下値は堅い展開。 

          

求職者向けに社員クチコミ情報などを提供、転職希望者は1000万人突破 

オープンワーク〈5139〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連I 275,894 -2.3% 58,708 58,574 -11.5% 53,532 270.12

2021/3連I 312,789 13.4% 70,726 69,618 18.9% 69,787 353.87

2022/3連I 416,901 33.3% 114,734 116,343 67.1% 87,301 449.56

2023/3連I 560,191 34.4% 167,687 171,270 47.2% 130,400 697.41

2024/3連I予 470,000 -16.1% 80,000 78,500 -54.2% 60,000 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/15 終値 4845 円 

目標株価 5593 円 

業種 電気機器 

■高性能な半導体に向けたテスタ需要がけん引 

 

国際半導体製造装置材料協会（SEMI）が12月11日（日本時間

12 日）に発表した世界半導体製造装置の市場予測によると、

2024年には成長を回復し、25年には過去最高を更新すると予測

している。AI の進化による半導体需要が高まるなか、同社にお

いては高性能な半導体に向けたテスタ需要がけん引すると考え

られ、来期以降の成長回復を織り込みに行く相場展開が期待さ

れる。 

 

■SOXが2年ぶりに最高値を更新 

 

10 月 31 日に発表した 24 年 3 月期通期業績予想の下方修正

が嫌気され、11 月1 日には 3500 円まで急落したが、その後はリ

バウンド基調を継続している。米国では 2024 年の利下げ観測が

強まり、米フィラデルフィア半導体株指数（SOX 指数）が 2 年ぶり

に最高値を更新。足もとでリバウンド機運が高まってきた。直近

の戻り高値を突破し、8 月の高値水準まで回復してきたことで、7

月 18 日の最高値 5593.8 円（分割考慮）が射程に入ってきた。目

標株価は 7 月高値水準の 5593 円とする。 

 

★リスク要因 

半導体需要回復の遅れ。 

6857：日足 

 

200 日線を支持線に 75 日、25 日線

を上放れ。 

          

来期以降の成長回復を織り込みに行く 

アドバンテスト〈6857〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 1,844,647 -1.8% 656,163 574,282 -9.2% 397,881 2,027.86

2021/3連 823,517 -55.4% -184,751 -262,064 - -201,554 -

2022/3連 935,139 13.6% 1,708 -67,299 - -51,928 -

2023/3連 1,400,285 49.7% 374,503 307,485 - 219,417 1,114.93

2024/3連予 1,627,000 16.2% 502,000 433,000 40.8% 308,000 313.01

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/15 終値 3671 円 

目標株価 4000 円 

業種 陸運業 

■上期営業利益は前年同期比81.5％増 

 

 10 月30 日に24 年3 月期中間決算を発表。上期の営業利益は

前年同期比81.5％増の 3120.92 億円へ急拡大した。上期の運輸

収入は業績予想を 516 億円上回ったほか、上期インバウンド収

入は約 380 億円（19 年 3 月期比 165％）と大幅に回復。また、決

算発表と同時に業績予想を上方修正し、通期の営業利益は従来

予想の 4300 億円から 5020 億円へ増額した。運輸業が足元で好

調に推移する中、「ジェイアール名古屋タカシマヤ」のラグジュア

リーゾーンの大規模リニューアルを完了するなど流通業の収益

力強化も図った。 

 

■旅行需要は回復 

 

中間決算発表以降、株価は右肩上がりで推移しており 25 日移

動平均線は 75 日線に接近している。年末年始期間の新幹線・在

来線特急の指定席予約数は前年比55％増の179万席で、コロナ

禍前の19年3月期比116％となり旅行需要回復がうかがえる。そ

のほか、同社は「水素エンジン」列車の開発を目指しており、25

年3 月期以降に水素エンジンを活用した模擬走行試験を実施す

る予定。直近PBRが1倍を下回る中、引き続き右肩上がりの推移

を見込み 9 月高値付近4000 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

個人消費の減退、世界的な経済悪化など。 

9022：日足 

 

25 日線が 75 日線に接近。 

          

運輸業が足元で好調に推移、「水素エンジン」列車の開発に注目 

東海旅客鉄道〈9022〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 554,590 -2.0% 56,823 48,770 -25.4% 4,670 15.18

2021/3連 337,061 -39.2% -51,587 -58,785 - -72,301 -

2022/3連 396,856 17.7% -13,216 -17,440 - 10,623 35.39

2023/3連 428,487 8.0% 22,155 20,133 - 56,753 188.70

2024/3連予 463,000 8.1% 41,000 35,000 73.8% 34,000 112.94

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/15 終値 1942.0 円 

目標株価 2300 円 

業種 陸運業 

■客室稼働率は回復傾向が続いている 

 

 西武鉄道とプリンスホテルが軸。24年3月期上期の営業収益は

前年同期比12.4％増の2388.82億円、営業利益は同137.2％増の

318.18億円となった。新型コロナウイルス感染症の5類移行にとも

なうホテル宿泊客、宴会需要の増加などが業績をけん引した。客

室稼働率は4-6月63.4％、7-9月68.7％、10月73.1％と上昇が続

いているものの、コロナ禍前20年3月期の水準にはまだ達してお

らず、来期にかけても業績の伸びしろは大きい。 

 

■巨大な土地含み益 

 

 品川プリンスホテル、ザ・プリンスさくらタワー東京、グランドプリ

ンスホテル高輪、グランドプリンスホテル新高輪、東京プリンスホ

テルが立地する同社所有土地の帳簿価格は約 2000 億円である

が、上記ホテルの敷地面積は約 18 万平方メートルあり、時価ベ

ースではこれらの土地の価値は 5000 億円程度になると思われ

る。これら土地の含み益を考慮した1株当たり純資産は2300円を

超える水準になると思われ（帳簿上の 23 年 3 月末 1 株当たり純

資産は 1237 円）、これを当面の目標株価とする。 

 

★リスク要因 

訪日客数増加の一服など。 

 

 

9024：日足 

 

中長期の株価トレンドを示す 25 日、

75 日、200 日線は上昇傾向を示す 

          

客室稼働率の上昇余地などから来期も業績拡大が期待される 

西武ホールディングス〈9024〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/1単 - - - - - - -

2021/1単 - - - - - - -

2022/1連 38,111 - 4,024 3,939 - 2,727 93.58

2023/1連 46,091 20.9% 4,244 4,011 - 3,494 109.99

2024/1連予 53,000 15.0% 5,000 5,000 24.6% 4,000 121.02

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/15 終値 2796 円 

目標株価 3200 円 

業種 サービス 

■第3四半期累計期間の営業利益は前年同期比19％増 

 

 今年 7 月に上場し、ゲームセンター「GiGO（ギーゴ）」などのア

ミューズメント施設を国内外で展開。グループ全体の店舗数は

11 月時点で321店舗。そのほか、スタッフが常駐しないゲームコ

ーナー「ミニロケ」の出店も進めている。24 年 1 月期第 3 四半期

（累計）においては、営業利益が 41.6 億円（前年同期比19％増）

となり、通期計画50億円に対する進捗率は83.2％となった。都市

型店舗におけるコロナ禍後の回復が力強く、既存店売上高が順

調に推移。M&A の加速により、収益基盤の強化と周辺領域への

進出も着実に進行している。 

 

■業界特有の企業経営ノウハウを有する 

 

決算発表翌日12 月 12 日の株価は売り買いが交錯し、上下に

髭を伴う陰線を形成。その後は25日線を上回って推移している。

上場後まだ半年も経過してないが、同社の経営陣にはアミュー

ズメント施設運営事業の業界大手 3 社の元代表取締役社長及び

経営幹部経験者がおり、業界特有の企業経営ノウハウを豊富に

有している。創業者で代表取締役会長の片岡氏はイオンファン

タジー<4343>の元社長で、その経営手腕への期待は大きい。中

長期的な成長に期待したいが、一旦は8月高値水準3200円を目

標株価とする。 

 

★リスク要因 

景気後退、個人消費の減退など。 

9166：日足 

 

25 日移動平均線付近までの一旦の

調整には警戒。 

          

都市型店舗におけるコロナ禍後の回復が力強い、経営陣の手腕に注目 

 

GENDA〈9166〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 249,756 -8.7% 9,892 8,705 -57.3% 5,012 61.71

2021/3連 52,572 -79.0% -59,020 -57,320 - -36,578 -

2022/3連 57,057 8.5% -41,255 -43,861 - -25,217 -

2023/3連 113,050 98.1% -10,579 -12,064 - -3,901 -

2024/3連予 211,500 87.1% 24,700 22,800 - 15,200 163.20

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

12/15 終値 6251 円 

目標株価 6994 円 

業種 不動産 

■上期は営業利益が黒字転換 

 

24 年3 月期上期の売上高は前年同期比129.6％増の 1001.48

億円、営業利益は135.08億円（前年同期は92.73億円の損失）と

なっている。出入国制限を含む行動規制が全面的に解除された

ことによる旅客数の増加に伴い、すべてのセグメントで売上高が

増加した。物品販売業においては、円安影響等で免税売店の購

買単価が上昇した。通期計画では、売上高が前期比 87.1％増の

2115 億円、営業利益は 247 億円を見込んでいる。 

 

■再評価を意識したトレンド形成へ 

 

株価は11月6日と20日に付けた高値とのダブルトップ形成後

は調整が継続しており、足もとでは 10 月半ば以来の水準まで下

落している。為替相場の円高基調がインバウンド需要に影響を

与えるとの見方から利食いに向かわせた面もあろうが、10月4日

に付けた年初来安値に接近するなか、調整一巡感からの再評価

を意識したトレンド形成が期待される。目標株価は 11 月 20 日に

付けた戻り高値の 6994 円とする。 

 

★リスク要因 

中国からの訪日旅客数の鈍化。 

9706：日足 

 

25 日、75 日、200 日線が上値抵抗。

          

10月半ば以来の安値水準からのリバウンドに期待 

日本空港ビルデング〈9706〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

トヨタ自動車 プライム〈7203〉／中期的な円高基調は変わらず戻り売り探る場面 

円 

（株） 

13 日にかけて開催された FOMC で

は、3会合連続での金利据え置きが決

定されたほか、24 年には複数回にわ

たって金利を引き下げるとの見通し

が示されている。想定以上のハト派的

な結果となったことで米長期金利は

低下、つれて、ドル円相場は142円台

前半にまで下落する形になっている。

急速な円高進行を嫌気して、14 日の

株式市場では、同社を含め自動車株の

下落が目立つ展開になった。 

今週は日銀金融政策決定会合が開

催されることもあって、目先は一段の

円高進行が警戒される。ただし、来年

の賃金上昇の確度に不確実性が残る

中、今回の政策変更の可能性は低いだ

ろう。足元での急速な円高進行からは

タカ派的なスタンスも示されないと

みられ、いったんは円安反転の動きが

期待できる。なお、中期的なドル安円

高の流れは継続する公算が大きいた

め、その場面は戻り売りが妙味に。 

リクルートホールディングス プライム〈6098〉／自社株買い発表インパクトに上値追い 

先週後半にかけて大幅高。13日に発

行済み株式数の 2.83％に当たる 4600

万株、2000億円を上限とする自己株式

の取得実施を発表している。取得期間

は12月14日から24年7月17日まで。

資本効率の向上と株主還元の充実が

目的としている。当面の需給面での下

支えにつながるものとしてポジティ

ブに評価される形に。また、同日は

FOMCを受けた米長期金利の低下で、グ

ロース株が総じて買い優勢となった

流れも支援材料につながった。 

業績不透明感が残る状況であるほ

か、株価も高値圏にあったことで、自

社株買いのタイミングはサプライズ

にもつながったようだ。取得株はM&A

などに活用されるとみられ、後々は希

薄化することになろうが、当面は需給

面での下支え効果が強くなりそうだ。

グロース株の中心銘柄の一角でもあ

り、米国の長期金利低下傾向なども上

値追いへの安心材料につながろう。 

読者の気になる
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FOOD ＆ LIFE COMPANIES  プライム〈3563〉 

週足ベースの一目均衡表。11月1週

に長い下ヒゲを出して今年最安値2347

円を付けた後は値戻しに入り、先週は

終値が雲下限を突破して三役逆転下の

弱気形状を解消した。基準線は下降中

だが、転換線は11月2週を直近ボトム

として上昇局面にある。今週末終値が

2801円（先週末比132円安）を上回る

と遅行線の強気転換で地合い改善がさ

らに進むとみられ、3月高値から11月

安値までの半値戻し3028.5円を超えて

上昇基調が続きそうだ。 

三菱電機  プライム〈6503〉 

日足ベースのローソク足。12月14日

に大陰線を引いて終値が25 日移動平均

線を下回ったが、週末15 日は陽線を描

いて終値が上向きの 25 日線上方に復

帰。高値と安値がともに前日陰線の胴体

部分に収まる「陰の陽はらみ」を形成し

て株価反転を示唆したほか、5日線が25

日線を上抜いて短期ゴールデンクロス

が完成しており、11月24日の年初来高

値を超えて上値を伸ばす展開が期待で

きよう。 

今週のテクニカ

-5 -25 -75  -200 

基準線  転換線  先行スパン A 先行スパン B 
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コード 銘柄 市場
12/15
終値
（円）

概要

2353 日本駐車場開発 プライム 195 子会社通じ「那須ハイランドパーク」などを運営。

3244 サムティ プライム 2327 大自然の冒険テーマパーク「ネスタリゾート神戸」を所有。

4343 イオンファンタジー プライム 2451 ショッピングセンター内アミューズメント施設の大手。

4661 オリエンタルランド プライム 5270 2024年春に東京ディズニーシーにて新テーマポートが開業予定。

4680 ラウンドワン プライム 558 ボーリングを核としたアミューズメント施設を全国展開。

6238 フリュー プライム 1421 プリントシール機大手。アミューズメント専用景品の企画・開発・販売なども。

6357 三精テクノロジーズ スタンダード 1112 遊園地向け遊戯機械大手で舞台装置でも高実績。

7267 本田技研工業 プライム 1424 「モビリティリゾートもてぎ」「鈴木サーキット」を運営。

7832 バンダイナムコホールディングス プライム 2725.5 「VS PARK」「ナンジャタウン」やゲームセンターを運営。

7974 任天堂 プライム 6778 USJで「スーパー・ニンテンドー・ワールド」を展開。

8136 サンリオ プライム 5254 サンリオピューロランドは多摩市、小田急、京王と連携。

9001 東武鉄道 プライム 3793 東武動物公園、東武ワールドクスウェアを運営。

9010 富士急行 プライム 4220 「富士急ハイランド」のほか、十国峠ケーブルカーを運営。

9041 近鉄グループホールディングス プライム 4395 「志摩スペイン村」「生駒山上遊園地」「海遊館」などを運営。

9045 京阪ホールディングス プライム 3776 「ひらかたパーク」「京都タワー」「琵琶湖遊覧船」を運営。

9166 ＧＥＮＤＡ グロース 2796 「GiGO」ブランドでアミューズメント施設を運営。

9672 東京都競馬 プライム 4350 ウォーターパーク中心の「東京サマーランド」を所有。

9675 常磐興産 スタンダード 1227 「スパリゾートハワイアンズ」は温浴レジャーのパイオニア。

9697 カプコン プライム 4618 アミューズメント施設「プラサカプコン」などを運営。

9722 藤田観光 プライム 4520 「箱根小涌園ユネッサン」「下田海中水族館」を運営。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

テーマ別分析 

テーマ別分析：ビッグプロジェクト進行中のアミューズメント施設関連 

■人流回復やインバウンドも追い風に 

 

マーケットの注目が高まる期待のあるテーマとして、アミューズメント施設関連を取り上げたい。 

東京ディズニーリゾートやユニバーサルスタジオジャパン（USJ）に代表される大規模テーマパークに続き、沖縄県北部に新た

なテーマパーク建設計画が発表された。11月にはテーマパークプロジェクトの名称が「JUNGLIA（ジャングリア）」に決定し、恐竜

が登場する体感型アトラクションなどの設置が見込まれている。また、横浜市の旧・上瀬谷通信施設地区では次世代型テーマパー

クが計画中であるほか、東京都中央区の築地市場跡地の再開発事業ではスタジアム建設やエンターテインメント施設などが候補に

挙がり、来年3月頃に事業者が決まる予定となっている。 

コロナ禍明けの人流回復やインバウンド需要回復を追い風に、大規模アミューズメント施設やショッピングセンターに設置され

るゲームセンターなどもリニューアルされ始めている。ニュースのインパクトが大きく、株価への影響が出やすいこともアミュー

ズメント施設関連テーマの特徴のひとつといえよう。 

テーマ別分析 

■主な「アミューズメント施設」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■高配当利回りの大型株 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

NISA 投資対象となり得る高配当利回りの大型株 

■2024 年の株式市場を見据える局面に 

 

2023年の株式市場もあと2週間を残すのみとなってきた。2024年の株式市場に対する期待が高まる局面だが、来年には新NISA

がスタートすることで、高配当利回り銘柄への関心は高まりやすくなるとみられる。とりわけ、3 月末には配当権利取りを迎える

ことで、NISAによる高配当利回り銘柄への組み入れの動きなどは早い段階で表面化してこよう。長期投資としての位置づけが高い

NISA ではリスクの小さい大型株が選好されやすいとみられ、高配当利回りの大型株に注目したいところだ。なお、「損出し」売り

への警戒は残るため、年間の低パフォーマンス銘柄は除外している。 

スクリーニング要件としては、①3月期本決算、②予想配当利回りが4.5％以上、③時価総額が2000億円以上、④年初来の株価

騰落率がプラス。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
12/15株価

（円）
時価総額
（億円）

配当利回り
（％）

株価騰落率
（％）

予想
1株利益

（円）

1662 石油資源開発 プライム 5,120.0 2,926.3 4.88 33.16 833.06

4208 UBE プライム 2,206.5 2,343.3 4.53 13.85 221.51

5021 コスモエネルギーHD プライム 5,484.0 4,648.8 5.47 57.13 892.69

5334 日本特殊陶業 プライム 3,319.0 6,776.6 4.82 36.08 400.65

5401 日本製鉄 プライム 3,274.0 31,113.5 4.58 42.84 456.00

5406 神戸製鋼所 プライム 1,677.0 6,646.7 5.37 161.21 303.83

5411 JFEHD プライム 2,139.0 13,142.8 4.68 39.26 311.17

7202 いすゞ自動車 プライム 1,823.5 14,176.7 4.72 17.87 212.85

7762 シチズン時計 プライム 814.0 2,002.4 4.91 37.27 81.19

8304 あおぞら銀行 プライム 3,079.0 3,642.1 5.00 18.65 205.44

9076 セイノーHD プライム 2,058.0 4,274.1 4.62 75.60 92.55

9104 商船三井 プライム 4,196.0 15,190.0 4.53 27.54 607.88

9434 ソフトバンク プライム 1,748.0 83,679.3 4.92 17.47 88.95

（注）株価乖離率は年初来
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■来年の新NISA 開始が好機となるか 

東海東京調査センターは「成長の持続性がある好配当銘柄」に注目している。2024 年から新 NISA（少額投資非課税制度）が開

始されるが、好配当銘柄や連続増配銘柄などへの注目が今後より高まっていくと想定。そのため、10年以上増配または配当を維持

している銘柄で構成される「S&P/JPX 配当貴族指数」に着目しスクリーニングを実施したという。配当の成長性や持続性を念頭に

おいたスクリーニング条件は下記のとおり。 

・S&P/JPX配当貴族指数の構成銘柄 

・今期会社計画の営業利益と当期利益の前年比伸び率がプラス（増益計画） 

・今期予想配当利回りの高い順 

コード 銘柄略称 決算期

今期会社計画

営業利益

前年比

伸び率（％）

今期会社計画

当期利益

前年比

伸び率（％）

株価

（12/6終値）

（円）

1株当たり

配当金
（今期会社計画）

（円）

今期予想

配当利回り

（12/6時点）

（％）

株価
(22/12/30終値)

（円）

2023年

年初来騰落率

（％）

4042 東ソー 3月期 15.3 17.2 1902.0 80.0 4.20 1570.0 21.1

8584 ジャックス 3月期 2.6 6.2 5300.0 210.0 3.96 4125.0 28.5

9832 オートバクス 3月期 1.5 24.3 1566.0 60.0 3.83 1444.0 8.4

1951 エクシオG 3月期 4.4 6.1 3190.0 120.0 3.76 2248.0 41.9

8098 稲畑産 3月期 3.4 7.8 3205.0 120.0 3.74 2387.0 34.3

5020 ENEOS 3月期 49.3 66.9 592.5 22.0 3.71 448.0 32.3

6436 アマノ 3月期 12.1 10.7 3286.0 120.0 3.65 2433.0 35.1

4202 ダイセル 3月期 28.4 32.7 1372.0 50.0 3.64 955.0 43.7

9069 センコーGHD 3月期 16.3 10.8 1066.0 38.0 3.56 965.0 10.5

4206 アイカ工 3月期 4.6 31.2 3412.0 111.0 3.25 3130.0 9.0

8424 芙蓉リース 3月期 10.5 10.4 12100.0 390.0 3.22 8620.0 40.4

1721 コムシスHD 3月期 5.9 18.9 3274.0 105.0 3.20 2315.0 41.4

5393 ニチアス 3月期 5.2 13.1 3170.0 98.0 3.09 2362.0 34.2

5706 三井金 3月期 67.6 111.5 4568.0 140.0 3.06 3085.0 48.1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
先週の話題レポート 

好配当銘柄と成長の持続性に注目 

先週の話題レポ

ート 

「S&P/JPX 配当貴族指数の構成銘柄のうち今期増益計画の銘柄」（東海東京調査センター） 

 

出所：QUICKより東海東京調査センター作成、12/6時点での予想配当利回りの高い順に掲載 
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12 月 8 日時点の2 市場信用残高は、買い残高が1387

億円増の3兆9839億円、売り残高が631億円減の8229

億円。買い残高が3週連続の増加、売り残高は2週連続

での減少となった。また、買い方の評価損益率は-8.78％

から-9.71％、売り方の評価損益率は-5.67％から-2.12％

に。なお、信用倍率は4.34倍から4.84倍。 

この週（12月4日－8日）の日経平均は前週末終値比

1123.65円安の32307.86円。週初4日の日経平均が円高

進行を嫌気し下落したのに続き、5 日も米国のハイテク

株安を受けて大幅安のなか3日続落となり、11月14日

以来の 33000 円割れとなった。6 日は自律反発狙いの買

いが広がる全面高商状に転じて日経平均は 670 円高と 4

日ぶりに急反発。7 日は日銀のマイナス金利解除観測が

強まったほか、中国経済への懸念が強まり、前日の上げ

幅を帳消しとする下げに。メジャーSQを迎えた8日はシ

カゴ先物安と円高基調を受けて日経平均は下げ幅を広げ

大幅続落。なお、メジャーSQ 値は概算で 32639.57 円と

なり、日経平均の8日終値はこれを下回った。 

個別では、トモニHD<8600>が12月5日に2800万株の

公募およびオーバアロットメントによる売り出し（上限

420 万株）を発表。希薄化を嫌気した売りのほか、引き

受けに対するヘッジ対応の新規売りが積み上がったよう

だ。また、売られ過ぎも意識されるなか、新規買いも積

み上がった。その他、原子力規制委員会は6日、東電力

HD<9501>の柏崎刈羽原発について、適格性の点で問題が

ないと判断。再稼働に向けて前進したとの思惑から株価

は急伸しており、買い方の利益確定の売りに対して、反

動安を狙った新規売りが積み上がった格好であろう。 
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コード 市場 銘柄
12/15終値

（円）
信用買残
（12/8：株）

信用売残
（12/8：株）

信用倍率
（12/8：倍）

信用買残
（12/1：株）

信用売残
（12/1：株）

信用倍率
（12/1：倍）

8600 東証プライム トモニＨＤ 366.0 3,460,100 3,087,400 1.12 628,500 59,200 10.62

9501 東証プライム 東電力ＨＤ 751.9 30,530,900 21,710,900 1.41 42,379,100 9,418,100 4.50

9843 東証プライム ニトリＨＤ 18,670.0 252,200 119,900 2.10 317,600 66,600 4.77

7550 東証プライム ゼンショーＨＤ 6,893.0 463,300 2,729,100 0.17 420,000 1,178,600 0.36

9672 東証プライム 都競馬 4,350.0 87,000 430,100 0.20 91,100 270,500 0.34

7532 東証プライム パンパシＨＤ 3,363.0 514,300 306,200 1.68 527,400 202,600 2.60

3097 東証プライム 物語コーポ 4,160.0 435,900 878,400 0.50 454,300 597,600 0.76

4523 東証プライム エーザイ 7,207.0 2,064,100 187,400 11.01 2,040,200 122,700 16.63

6902 東証プライム デンソー 2,089.5 5,678,600 7,486,900 0.76 3,712,600 3,289,000 1.13

2752 東証プライム フジオフドＧ 1,408.0 48,000 1,119,500 0.04 61,700 1,048,300 0.06

3038 東証プライム 神戸物産 4,133.0 390,500 338,000 1.16 444,500 262,300 1.69

8698 東証プライム マネックスＧ 696.0 7,534,500 1,663,000 4.53 7,811,500 1,270,500 6.15

2427 東証プライム アウトソシング 1,755.0 5,190,300 872,800 5.95 4,552,500 582,300 7.82

7182 東証プライム ゆうちょ 1,443.0 998,800 882,300 1.13 982,400 671,600 1.46

8609 東証プライム 岡三 701.0 1,053,200 1,650,800 0.64 1,413,100 1,711,900 0.83

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 
Market Data 

急落局面で押し目買い、信用買い残は 3 週連続で増加 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：中国周辺国の選挙リスク 

 2024 年前半は台湾や韓国、インドで重要な選挙が集中し、

中国が神経を尖らせる場面が増えそうです。特に 1 月の台湾

総統選は有事につながりかねず、世界的な注目を集める見通

し。人民元は回復期待が高まる半面、外交・防衛が下押し要因

となるかもしれません。 

 

 1 月13 日投開票の台湾総統選に向け、蔡英文総統率いる親

米の民進党から頼清徳副総統、親中路線の国民党から候友

宣新北市長、融和的な民衆党から柯文哲前台北市長がそれ

ぞれ出馬。直近の世論調査では、頼氏を他の 2 氏が追う展開

です。同時に行われる議会選もおおむねそれを反映した議席

配分が見込まれます。国民党と民衆党は相容れない政策方

針で野党共闘に失敗し、民進党優勢とみられます。 

 

 民進党政権は 2016 年の発足から 2 期8 年が経過し、来年1

月の選挙で勝利すれば 3 期目に突入するため、習政権は阻

止したいところ。「1つの中国」を堅持する国民党の候氏が好ま

しい総統候補で、台湾の独立について攻撃を匂わせ民進党を

けん制しています。先の米中首脳会談ではバイデン米大統領

が習氏に対し、台湾の選挙への介入をやめるよう求めたもの

の、効果は期待できそうにありません。 

 

 4 月には韓国でも総選挙が予定されています。尹錫悦大統

領を支える少数与党「国民の力」と最大野党「共に民主党」の

支持率は拮抗。尹氏は昨年3 月に就任後、対米関係の強化に

余念がなく、中韓関係は疎遠になったとみられます。日本を含

め3カ国の首脳外交は2019年を最後に開催されておらず、反

中の「共に民主党」が第1党を維持すれば、中国は東アジアで

親米政権の国家に囲まれることになります。 

 

 さらに 4 月から 5 月にかけてのインド総選挙で、モディ首相

率いるインド人民党（BJP）は圧勝が見込まれています。想定

通りならモディ氏は3期目に入り、長期政権の習氏に肩を並べ

る存在になります。両国は BRICS での中核国として利害は一

致するものの、2020 年には国境係争地付近で両国軍が衝突

した経緯があります。それをきっかけに両国関係は冷え込

み、こちらも首脳外交は微妙です。 

 

 習政権は 2027 年までの台湾侵攻を準備中とされますが、台

湾の蔡総統は中国の指導部が自国経済の再建を優先すると

の見方を示しています。実際、格付け会社ムーディーズは中

国の成長率低下や不動産部門の低迷を問題視して格付け見

通しを引き下げました。ただ、1 兆元（約 20 兆円）規模の国債

発行で、中国経済は目先緩やかに持ち直す見通し。ただ、地

政学リスクが重石となる可能性もあります。  

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 1 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済カレンダー 

12月18日～12月22日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

12月18日 月 10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存3-5年、残存5-10年、残存10-25年)(日本銀行)

18:00 独・IFO企業景況感指数(12月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

20:25 ブ・週次景気動向調査

24:00 米・NAHB住宅市場指数(12月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

日銀政策委員会・金融政策決定会合(1日目)

雨風太陽が東証グロースに新規上場(公開価格:1044円)

欧・欧州中央銀行(ECB)財政政策と経済通貨同盟(EMU)ガバナンスに関する隔年会合(19日まで)

12月19日 火 06:45 NZ・貿易収支(11月)

15:30 植田日銀総裁が会見

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(先週)

19:00 欧・ユーロ圏CPI(11月)

20:30 ブ・ブラジル中央銀行金融政策委員会(COPOM)議事録公表

22:30 加・消費者物価指数(11月)

22:30 米・住宅着工件数(11月)

22:30 米・住宅建設許可件数(11月)

日銀政策委員会・金融政策決定会合(2日目)、終了後決定内容発表

月例経済報告 (12月)

エスネットワークスが東証グロースに新規上場(公開価格:730円)

米・アトランタ連銀総裁が講演

英・10年債入札

12月20日 水 08:50 貿易収支(11月)

08:50 輸出(11月)

08:50 輸入(11月)

08:50 資金循環統計速報(7-9月、日本銀行)

10:15 中・1年物ローンプライムレート(LPR)

10:15 中・5年物ローンプライムレート(LPR)

13:00 首都圏新築分譲マンション(11月)

16:00 欧・ユーロ圏新車販売台数(11月)

16:00 英・消費者物価コア指数(11月)

16:00 英・生産者物価産出指数(11月)

16:15 訪日外客数(11月)

18:00 欧・ユーロ圏経常収支(10月)

22:30 米・経常収支(7-9月)

24:00 米・中古住宅販売件数(11月)

24:00 米・消費者信頼感指数(12月)

24:00 欧・ユーロ圏消費者信頼感指数(12月)

ロココが東証スタンダードに新規上場(公開価格:1128円)

ナイルが東証グロースに新規上場(公開価格:1680円)

米・20年債入札
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 2 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月18日～12月22日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

12月21日 木 08:50 対外・対内証券投資(先週)

10:00 中・SWIFTグローバル支払い元建て(11月)

20:00 ブ・中央銀行が四半期インフレ報告公表

20:00 トルコ・中央銀行が政策金利発表

22:30 加・小売売上高(10月)

22:30 米・GDP確定値(7-9月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

22:30 米・フィラデルフィア連銀製造業景況指数(12月)

24:00 米・景気先行指数(11月)

マーソが東証グロースに新規上場(公開価格:2260円)

米・5年インフレ連動債入札

12月22日 金 08:30 日・消費者物価コア指数(11月)

08:50 日銀政策委員会・金融政策決定会合議事要旨(10月30・31日分)

16:00 英・小売売上高指数(11月)

16:00 英・GDP改定値(7-9月)

20:00 ブ・FGV消費者信頼感(12月)

20:30 ブ・経常収支(11月)

20:30 ブ・海外直接投資(11月)

22:30 米・耐久財受注(11月)

22:30 米・個人所得(11月)

22:30 米・個人消費支出(11月)

22:30 米・個人消費支出(PCE)価格コア指数(11月)

24:00 米・新築住宅販売件数(11月)

24:00 米・ミシガン大学消費者マインド指数(12月)

早稲田学習研究会が東証スタンダードに新規上場(公開価格:970円)

ヒューマンテクノロジーズが東証グロースに新規上場(公開価格:1224円)

英・株式市場は短縮取引(クリスマス)
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Ｍａｒｋｅｔ展望 スケジュール 

日米主要経済指標のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（日）日本銀行金融政策決定会合 

19 日（火）決定会合の終了予定時刻は未定 

 

（予想は、金融政策の現状維持） 12 月の全国企業短期経済観測調査（短観）で大企業・製造業の業況判断指数（DI）は＋12

と9月調査から改善。物価見通しにも影響を与えそうだ。日本銀行は粘り強く金融緩和を継続することで経済活動を支えていく

方針を維持する見込みだが、将来的にマイナス金利政策を解除する可能性は残されている。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（日）11 月貿易収支 

20 日（水）午前8 時50 分発表予定 

 

（予想は、－9624億円） 参考となる11月上中旬分の貿易収支は5360億円程度の赤字で前年同時期との比較で赤字額は半減。

昨年11月の貿易収支は赤字幅が2兆円を超えていたが、今年11月の赤字幅は大幅に縮小する見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）12 月CB 消費者信頼感指数 

20 日（水）日本時間21 日午前0 時発表予定 

 

（予想は、103.3） 参考となる11月実績は10月改定値を上回った。12月については11月時点の期待指数は改善しており、

大幅に悪化する可能性は低いものの、強気になれる材料は少ないため、11月実績と差のない水準にとどまる可能性がある。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■（米）11 月コア PCE 価格指数 

22 日（金）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、前年比＋3.4％） 参考となる10月実績は前年比＋3.5％にとどまった。需要が弱含みとなっていることを示唆して

おり、この状況は11月も変わらない見込み。ただ、サービス価格が上げ渋る状況ではないため、11月は10月実績に近い水準

となる可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

12月19日 3391 ツルハホールディングス プライム 15:00

12月20日 2315 ＣＡＩＣＡ　ＤＩＧＩＴＡＬ スタンダード 15:00

12月20日 3544 サツドラホールディングス スタンダード 15:00

12月20日 6905 コーセル プライム 11:00

12月21日 3160 大光 スタンダード 15:00

12月22日 2354 ＹＥ　ＤＩＧＩＴＡＬ スタンダード 16:00

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 

 

決算カレンダー 
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日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

12月11日 ＵＢＳ 4507 塩野義薬 NEUTRAL→BUY格上げ 6700→8000

みずほ 5802 住友電工 中立→買い格上げ 1900→2100

モルガン 8309 三住トラスト EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 5800→6700

12月12日 いちよし 6050 ＥＧ B→A格上げ 3200→3100

みずほ 2607 不二製油Ｇ 中立→買い格上げ 2100→3100

2871 ニチレイ 中立→買い格上げ 2900→4200

東海東京 6645 オムロン NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 6500→8000

12月13日 ＪＰモルガン 5838 楽天銀行 NEUTRAL→OVERWEIGHT格上げ 2580→3080

シティ 6324 ハーモニック 2→1格上げ 4800

みずほ 9505 北陸電力 UNDERPERFORM→中立格上げ 600→760

野村 4880 セルソース BUY新規 2300

12月14日 ＳＭＢＣ日興 6954 ファナック 2→1格上げ 4300→5000

シティ 3349 コスモス薬品 1新規 20000

7649 スギＨＤ 1新規 7500

みずほ 6370 栗田工 買い新規 6300

モルガン 6856 堀場製 EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 7700→12000

大和 6417 ＳＡＮＫＹＯ 3→1格上げ 6600→10700

8309 三住トラスト 3→2格上げ 6000→6200

12月15日 ゴールドマン 7182 ゆうちょ銀行 売り→中立格上げ 1200→1480

8316 三井住友 中立→買い格上げ 8300→8700

みずほ 6254 野村マイクロ 買い新規 15000

東海東京 9090 ＡＺ－ＣＯＭ丸和HD NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 2210→2040

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
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日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

12月11日 ＵＢＳ 4503 アステラス薬 BUY→NEUTRAL格下げ 2300→1800

東海東京 7269 スズキ OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 6030→6730

12月12日 ＪＰモルガン 9009 京成 OVERWEIGHT→NEUTRAL格下げ 6100

大和 6800 ヨコオ 2→3格下げ 2400→1500

12月13日 ＪＰモルガン 9302 三井倉庫ＨＤ OVERWEIGHT→NEUTRAL格下げ 4600→5100

ＵＢＳ 8976 大和オフィス BUY→NEUTRAL格下げ 685000→659000

いちよし 7734 理計器 A→B格下げ 7000

12月15日 ＪＰモルガン 3349 コスモス薬品 NEUTRAL→UNDERWEIGHT格下げ 15100→15300

ゴールドマン 6301 コマツ 中立→売り格下げ 4000→3400

6432 竹内製作 中立→売り格下げ 4800→3500

8304 あおぞら 売り新規 2460

大和 6952 カシオ計 2→3格下げ 1450→1200

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 
格下げ・売り推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円

-10000

-8000

-6000

-4000

-2000

0

2000

4000

6000

8000

20
23

/6
/1

9

20
23

/6
/2

6

20
23

/7
/3

20
23

/7
/1

0

20
23

/7
/1

8

20
23

/7
/2

4

20
23

/7
/3

1

20
23

/8
/7

20
23

/8
/1

4

20
23

/8
/2

1

20
23

/8
/2

8

20
23

/9
/4

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4 -10000

-8000

-6000

-4000

-2000

0

2000

4000

6000

8000

20
23

/6
/1

9

20
23

/6
/2

6

20
23

/7
/3

20
23

/7
/1

0

20
23

/7
/1

8

20
23

/7
/2

4

20
23

/7
/3

1

20
23

/8
/7

20
23

/8
/1

4

20
23

/8
/2

1

20
23

/8
/2

8

20
23

/9
/4

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

20
23

/6
/1

9

20
23

/6
/2

6

20
23

/7
/3

20
23

/7
/1

0

20
23

/7
/1

8

20
23

/7
/2

4

20
23

/7
/3

1

20
23

/8
/7

20
23

/8
/1

4

20
23

/8
/2

1

20
23

/8
/2

8

20
23

/9
/4

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4 -5000

-4000

-3000

-2000

-1000

0

1000

2000

3000

20
23

/6
/1

9

20
23

/6
/2

6

20
23

/7
/3

20
23

/7
/1

0

20
23

/7
/1

8

20
23

/7
/2

4

20
23

/7
/3

1

20
23

/8
/7

20
23

/8
/1

4

20
23

/8
/2

1

20
23

/8
/2

8

20
23

/9
/4

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

-2500

-2000

-1500

-1000

-500

0

500

1000

1500

2000

20
23

/6
/1

9

20
23

/6
/2

6

20
23

/7
/3

20
23

/7
/1

0

20
23

/7
/1

8

20
23

/7
/2

4

20
23

/7
/3

1

20
23

/8
/7

20
23

/8
/1

4

20
23

/8
/2

1

20
23

/8
/2

8

20
23

/9
/4

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

-500

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

20
23

/6
/1

9

20
23

/6
/2

6

20
23

/7
/3

20
23

/7
/1

0

20
23

/7
/1

8

20
23

/7
/2

4

20
23

/7
/3

1

20
23

/8
/7

20
23

/8
/1

4

20
23

/8
/2

1

20
23

/8
/2

8

20
23

/9
/4

20
23

/9
/1

1

20
23

/9
/1

8

20
23

/9
/2

5

20
23

/1
0/

2

20
23

/1
0/

9

20
23

/1
0/

16

20
23

/1
0/

23

20
23

/1
0/

30

20
23

/1
1/

6

20
23

/1
1/

13

20
23

/1
1/

20

20
23

/1
1/

27

20
23

/1
2/

4

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

12月第1週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で532億円と買い越しに転じた。225先物は買い越しを継続、

TOPIX先物は買い越しに転じ、現物は売り越しを継続した。個人投資家は総合で3735億円と買い越しを継続した。 

そのほか、投信は44億円と買い越しを継続、都地銀は822億円と売り越しに転じた。生・損保は5億円と買い越しに転じ、事

法は1810億円と買い越しを継続、信託は2148億円と売り越しに転じた。 

なお、自己はTOPIX先物と現物で売り越しに転じ、225先物は売り越しを継続、総合で4777億円と売り越しを継続した。この週

の裁定残は前週末比 2935.40 億円減（売り越し）とネットベースで 7119.12 億円の買い越しとなった（買い越し幅減少）。週間の

騰落率は日経平均で3.36％の下落だった。 

12 月第 1 週：外国人投資家は総合で買い越しに転じる 

投資主体別売買動向
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Ｍａｒｋｅｔ展望

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/08/28 4,404 ▲9,159 3,353 54 724 149 7 589

23/09/04 7,819 1,753 ▲7,490 ▲402 1,123 ▲13 ▲611 ▲1,837

23/09/11 7,468 ▲3,519 ▲2,674 0 1,098 166 ▲289 ▲1,736

23/09/18 5,525 6,394 ▲8,644 ▲1,428 1,506 10 ▲47 ▲3,392

23/09/25 818 5,632 ▲575 ▲1,398 ▲193 ▲89 ▲76 ▲3,687

23/10/02 ▲10,986 3,855 5,415 697 1,670 ▲45 ▲376 ▲576

23/10/09 ▲3,205 ▲1,728 4,750 480 739 ▲46 ▲114 ▲590

23/10/16 ▲3,068 3,070 ▲636 620 1,433 ▲51 ▲163 ▲1,326

23/10/23 ▲4,130 1,267 766 13 1,092 ▲37 ▲276 900

23/10/30 1,369 ▲3,739 393 102 483 ▲199 ▲207 2,185

23/11/06 2,634 ▲2,350 693 ▲449 957 ▲123 ▲545 ▲558

23/11/13 2,780 ▲5,143 3,224 ▲832 1,063 ▲150 ▲360 ▲253

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/08/28 ▲5,444 ▲77 4,724 28 6 ▲148 234 333

23/09/04 ▲3,444 ▲12 683 2,616 9 ▲18 ▲94 ▲56

23/09/11 ▲2,848 ▲33 1,612 1,085 0 ▲19 49 ▲80

23/09/18 ▲1,471 ▲179 380 695 2 ▲120 202 496

23/09/25 ▲1,032 38 ▲9,340 2,547 ▲9 178 359 8,164

23/10/02 9,160 ▲59 ▲8,100 24 0 180 ▲340 ▲1,274

23/10/09 3,543 184 ▲3,573 ▲8 5 ▲14 321 ▲527

23/10/16 1,369 ▲437 316 ▲90 5 ▲26 ▲959 ▲199

23/10/23 2,858 131 ▲2,428 34 ▲5 8 ▲470 ▲103

23/10/30 ▲1,660 ▲256 1,200 463 ▲5 31 209 39

23/11/06 ▲2,237 210 1,540 196 1 2 497 ▲283

23/11/13 ▲2,090 194 2,100 183 6 ▲83 20 ▲351

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/08/28 1,056 ▲883 ▲495 ▲364 ▲83 4 701 ▲333

23/09/04 768 218 161 ▲3,053 69 ▲0 584 1,282

23/09/11 ▲3,548 ▲933 4,213 0 ▲200 ▲81 234 542

23/09/18 ▲567 870 ▲1,107 69 101 ▲60 ▲302 1,106

23/09/25 1,264 58 ▲5,075 2,603 65 10 ▲203 1,424

23/10/02 1,100 800 ▲6,000 1,140 110 149 ▲941 1,320

23/10/09 ▲2,731 ▲1,724 6,158 ▲242 ▲200 ▲92 462 ▲127

23/10/16 283 985 ▲621 ▲154 153 ▲9 ▲463 ▲289

23/10/23 795 386 ▲3,818 117 16 100 ▲426 882

23/10/30 20 ▲800 ▲100 460 ▲18 5 633 ▲150

23/11/06 ▲1,539 ▲833 6,949 ▲3,008 ▲149 ▲104 ▲330 ▲964

23/11/13 ▲1,420 200 3,600 ▲2,130 ▲88 ▲169 904 ▲750

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

12/15終値

(円)

アウトルックコンサルティング 5596 グロース 12/12 1,700～1,800 50,000 2,092,200 1,800 1,656 SMBC日興 1,318

事業内容：

ブルーイノベーション 5597 グロース 12/12 1,220～1,320 550,000 307,200 1,584 2,023 大和 1,599

事業内容：

Ｓ＆Ｊ 5599 グロース 12/15 1,200～1,320 480,000 1,348,500 1,320 1,289 東海東京 1,192

事業内容：

魁力屋 5891 スタンダード 12/15 1,300～1,400 1,200,000 467,500 1,400 1,822 大和 1,680

事業内容：

雨風太陽 5616 グロース 12/18 840～870 446,300 152,500 1,044 - SMBC日興 -

事業内容：

エスネットワークス 5867 グロース 12/19 650～730 50,000 352,500 730 - SBI -

事業内容：

ロココ 5868 スタンダード 12/20 900～940 900,000 652,500 1,128 - 野村 -

事業内容：

ナイル 5618 グロース 12/20 1,620～1,680 350,000 1,168,900 1,680 -
SMBC日興、

SBI
-

事業内容：

マーソ 5619 グロース 12/21 2,110～2,260 75,000 809,400 2,260 - SBI -

事業内容：

ヒューマンテクノロジーズ 5621 グロース 12/22 940～1,020 1,000,000 2,781,200 1,224 - みずほ、大和 -

事業内容：

早稲田学習研究会 5869 スタンダード 12/22 910～970 150,000 3,772,100 970 - 野村 -

事業内容：

ナルネットコミュニケーションズ 5870 グロース 12/25 870～1,040 56,000 2,586,500 1,040 - みずほ -

事業内容：

yutori 5892 グロース 12/27 2,420～2,520 85,000 485,000 - - 大和 -

事業内容：

自動車産業DX事業（オンライン主体のマイカーサブスク関連サービスを提供）、ホリゾンタルDX事業（DX・マーケティングに関するコンサルティン

グなどを提供）

勤怠管理を中心としたクラウドサービスの開発及び提供

経営管理システム「Sactona」の開発、導入開発、経営管理コンサルティングの提供

複数のドローン・ロボットを遠隔で制御し、統合管理するためのデバイス統合プラットフォームである Blue Earth Platform®（BEP）をベースに、点

検・教育・物流等のサービスを開発・提供

ラーメンチェーン展開等の飲食事業

CtoCプラットフォーム「ポケットマルシェ」運営、生産者の販路拡大等を目的とした自治体向け支援サービス、生産者のもとで学ぶ地方留学プログ

ラムの提供等

コンサルティングサービスとセキュリティ監視・運用サービスであるSOCサービスを提供するサイバーセキュリティ事業

財務・会計分野を中心とした実務実行支援型コンサルティングサービスの提供

ITアウトソーシング・BPOサービス及びシステム開発・保守・導入支援等

人間ドック・健診の予約プラットフォーム「MRSO.jp」及び各種DX支援サービスの開発・運営等

オートリース企業をはじめとする法人（自動車関連企業）・個人ユーザーに対する車両管理やメンテナンス管理事業

小学生・中学生・高校生を対象とする学習塾事業の経営

衣料品及び雑貨等の企画並びにそれらの小売・卸売事業

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 

結果とスケジュール 
 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

2412 ベネ・ワン 1980 1827 1939 2427 アウトソシング 1755 1250 1171.5

2429 ワールドHD 2817 2753.25 2573 3774 ＩＩＪ 2784 2747.75 2602

3921 ネオジャパン 1014 1008.75 992 4194 ビジョナル 8780 8050 8515

4310 ＤＩ 2790 2672.75 2526.5 4373 シンプレクスＨＤ 2534 2412.5 2191.5

4631 ＤＩＣ 2504 2495.25 2447 4826 ＣＩＪ 618 592 536.5

5232 住友大阪 3628 3593.75 3502.5 5288 アジアパイル 683 666.5 615

5481 山陽特鋼 2845 2536.5 2360.5 6028 テクノプロＨＤ 3527 3456.75 3407.5

6078 バリューＨＲ 1576 1502.25 1522.5 6136 ＯＳＧ 1973 1935.5 1814

6264 マルマエ 1855 1702.75 1796.5 6273 ＳＭＣ 73040 72007.5 68970

6326 クボタ 2086 2035.25 2028.5 6379 レイズネク 1418 1395.25 1317

6383 ダイフク 2841 2644.75 2546.5 6406 フジテック 3597 3533.5 3282.5

6418 日金銭 1315 1220.25 1052.5 6823 リオン 2228 1892.75 2097

6849 日本光電 3747 3624.25 3361.5 6962 大真空 850 679.25 828

7071 アンビス 3195 3153.25 2816 7164 全国保証 5217 5101 4902.5

7554 幸楽苑ＨＤ 1178 1053.5 1160 9021 ＪＲ西 5913 5901.75 5482.5

9065 山九 5091 4936.25 4585 9384 内外トランス 2510 2480 2284

9438 エムティーアイ 586 580.25 565 9729 トーカイ 1964 1949 1851

9824 泉州電業 3425 3398.75 3061 9984 ソフトバンクＧ 6088 5887 5973

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表 雲抜け銘柄
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1815 鉄建 1905 1952 1919.5 2198 アイケイケイ 638 659 652

2229 カルビー 2731 2874 2875 2335 キューブシス 1085 1176.75 1088.5

2908 フジッコ 1895 1898 1931 3101 東洋紡 1026 1031.25 1056.5

3457 AndDo 1025 1066.25 1026 3484 テンポイノベ 1048 1144.5 1088.5

4385 メルカリ 2670 2862.5 2702 4996 クミアイ化 809 997 990

5032 ＡＮＹＣＯＬＯＲ 3170 3361.25 4430 5202 板硝子 552 646 564

5821 平河ヒューテ 1271 1383.25 1295.5 6571 キュービーネットHD 1448 1510 1471

6996 ニチコン 1333 1364.5 1362.5 7012 川崎重 2938 3215.5 2944.5

7309 シマノ 21525 22305 22892.5 7347 マーキュリアＨＤ 692 721.25 702

7752 リコー 1086 1124.5 1104.5 7988 ニフコ 3492 3711.75 3497.5

8088 岩谷産 6196 6870 6480 8179 ロイヤルＨＤ 2476 2709.25 2499.5

8361 大垣銀 1852 1891.25 1902.5 9543 静岡ガス 1012 1170.25 1062.5

9602 東宝 4757 5342.5 5165 9697 カプコン 4618 5251.5 4641.5

9755 応用地質 1987 2028 2030.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒731-0123 広島市安佐南区古市3-1-2 ℡：082-225-7010 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11　 ℡：0848-23-8121 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401 萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084
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当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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